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要旨 
教科の学習目標を達成するための ICT の活用は図画工作、美術の授業でも効果が期待さ
れる。特に色彩の授業では正確な色彩が再現でき、混色等の理論を視覚的に理解すること
ができる可能性を持っている。マイクロソフト社 Officeソフトは、身近なパソコンソフ
トとして日常的に活用されているが、このソフトを用いた図画工作、美術における色彩
教育で児童、生徒が興味関心を示すような教材を提案する。 
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１ はじめに 
小中学校の教科指導における ICT 活用は、教科の目標を達成するために授業や学習にお
いて、教員や児童生徒が ICT を活用することであるが、これらは、学習指導の準備と評価
のための教員による ICT 活用、授業での教員による ICT 活用、そして児童生徒による ICT
活用に分けられる。そのなかでも図画工作および美術授業での教員による ICT 活用は、鑑
賞の分野や課題導入時における作品制作例の提示など多くの活用例があり、これからの効
果的な使用法の必要性が高い。 
教科指導における ICT 活用による効果については，これまでの調査研究などから明らか
になっている。文部科学省委託事業により実施した「ICT を活用した指導の効果の調査」
において、全国で実施された検証授業を分析評価した結果では、小学校において ICT を活
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用した授業を行い、授業後に延べ２，５４３人の児童に２４の質問をした結果、ICT を活
用しなかった授業と比較して、「知識・理解」、「関心・意欲」、「思考力・判断力」が向上し
たと考えている 1）とされ、これらの観点で高い効果が得られている。 
本稿では、図画工作、美術授業の中で教員が ICT を効果的に活用し、指導方法の改善を
図る目的をもって、色彩教育（加法混色）の教材を考案し、児童生徒の理解度向上につな
げるための提案をする。教材の作成には、マイクロソフト社 Officeソフトを使用するが、
パソコンソフトとして一般的に使用するものであり、ほとんどの教育機関で使用すること
ができる。 
 
２ 図画工作教育の現状 
 教員免許状更新講習の講師を担当した際の受講前アンケートから、小学校の図画工作授
業は、専門知識を持った教員が少ないことから、指導法や教材に関しての悩みが多い。ま
た、教員業務の多忙さから自ら専門知識を身につける時間や機会に乏しいという現状があ
る。以下はその一部を抜粋したものである。２） 
 
• 子供たちにとって興味関心の高い図画工作の時間を、一人ひとりの個性や創造性を高め
る場面として教師自身がそのノウハウを身に着けることは大切なことである。 
• 自分の図工の指導の幅を広げるとともに、児童が「作ってみよう。描いてみよう。」と心
から思えるような指導方法を身に着けたいと思う。 
• 今まで図工や美術教材について学ぶ機会がなかったので、子供たちが興味を持つ教材に
ついて学んでいきたいと思う。 
• 子供の立場で作品制作を行うことができるので希望した。子供が興味を持つ教材の要素
が何なのか、どんな場を設定すると子供が夢中になって取り組むことができるのか探り
たい。 
• 以前、図工専科をしたことがあり図工は好きであるが、なかなか研修できない。 
• 学校現場では、なかなか教材研究がしづらい教科なので、新しい知識を学びたい。 
• 図画工作、美術の教材研究をする機会があまりないので、是非学びたい。 
• 子供たちが興味を持つ教材の要素を考えるという点に興味を持った。できれば絵画をい
きいきと表現させる指導方法や個々の作品の評価の仕方にも触れていただけると嬉しい。 
• 読書感想画の構図の決め方、水彩画の色の塗り方などを学びたい。 
• 図工を教えていくことも苦手なので専門的な知識を学びたい。常に変わる図画工作の魅
力を肌で感じ、現場で活用したい。 
• 生徒が興味関心を持つ教材について研究することにより、意欲を引き出し、達成感のあ
る授業を展開できるようにしたい。 
• 図画工作の指導では「素材を生かすこと」が大切だが、知識不足のため生かしきれない
ことが多々ある。子供の興味関心を考えると、その場しのぎの図工ではひきつけること
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ができない。新しい知識を学び授業で生かしたい。 
• 図工は研修の機会もなく、児童に適切なアドバイスをすることもできない。自分で作品を
制作することもなく自信がない。 
 
 このように、受講者 29名の中で教材に対しての知識に関する悩みだけでも、ここに挙げ
た以上にあった。今後、教育現場での多忙な教員のためにも、児童、生徒が学習課題への
興味関心を高めたり、学習内容をわかりやすく説明したりするための方法を考案していく
必要がある。 
では、図画工作、美術授業の ICT活用の現状はどうであろうか。文部科学省の「教育の
情報化に関する手引」にある図画工作科における ICT教育の具体例は、以下のように示さ
れている。 
・第 5、6学年 表現する活動において、身の回りのものをデジタルカメラで撮影したり、 こ
れをコンピュータで加工したりする。  
・全学年 鑑賞する活動において、実物投影機などを活用して、児童が完成した絵や制作物
を教室全体で拡大して提示し、作品から感じたことや思ったことを書いたり、友人と話し
合ったりする。  
・第 5、6学年 鑑賞する活動において、児童が作成した絵や製作物をデジタルカメラで撮
影して記録に残したり、大型ディスプレイなどで友だちに発表したりする。３）  
 
このように、挙げられている具体例をみると、まだ ICTを利用した図画工作、美術授業
の教材や活用方法を考える余地は多く残されていることがわかる。 
 
３ 色彩教育の必要性と ICTの活用 
 美術教育にとって教員が ICTを活用して視覚的に理解しやすい情報を提示することは、
児童生徒の課題理解には非常に効果的であるが、特に色彩教育の分野では、視覚的要素が
強いため重要になる。小学校低学年から絵の具を使い、絵を描く課題を取り入れなければ
ならない小学校教員にとっても、色彩教育の専門知識を身に着ける良い機会になるであろ
う。 
 本学の図画工作の苦手な学生に「なぜ図工が嫌いになったか？」という質問をすると、
必ず返ってくる答えの中に「鉛筆で描いているときは上手く描けるが、絵の具を使うと濁
ってきたなくなってしまう」というものがある。この原因は様々な要素があげられるが、
学生たちが小学校で教わった図画工作を担当した教員に色彩の知識が足りないことが要因
の一つである。児童が効果的な絵の具の使用方法を理解していなかったためにおこること
だが、教育の現場でも色彩理論は小学校高学年か中学校で学べばよいという考え方がある
ことも事実である。しかし小学校中学年以降に、自分の作品と他の作品を比較することが
できるようになると、子供たちの苦手意識がすでに芽生え始めるため、小学校中高学年で
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理論的な色彩を学ぶのも早くはないのだ。また、この色彩教育は、児童生徒に対する教育
的効果だけではなく、専門知識を身につけたくてもその機会がない教員にとっても有意義
なものであり、小学校低中学年の図画工作授業を担当するときに、絵画の着色等に的確な
助言をすることができるようになるという効果も生まれる。指導者に色彩理論の知識があ
れば、児童に簡単な色彩知識を身につけさせることが可能になるのである。 
 
４ 混色に関する ICT教材の提案 
 本章では、混色についての知識を身につける
ための効果的な ICT 教材を提案し実践例を次
章で紹介する。 
 児童生徒は、加法混色と減法混色の理論が理
解できると彩度による色の前進後退など、絵画
に応用できる知識が身につくため、彩色時の計
画的な制作が可能になる。また、この混色理論
の実演をすることによって教員自身が混色の
理論をはっきり理解でき、絵画課題の指導に大
きな改善が期待できる。 
混色は、大きく分けると加法混色と減法混色と中間混色に分けられる。減法混色は、色
料の混色のことで身近なものでは、絵の具の混色に該当する。児童が使用するマット水彩
絵の具の混色はこの減法混色にあたる。具体的な指導方法としては、児童に C(シアン)、M
（マゼンタ）、Y（イエロー）の組み合わせによりどのような色が生まれるかを実際の絵の
具を混色する演習によって理解できるよう指導する。その際にどのような色ができるかを
パワーポイントの画像で示すと絵の具の量を調整しながら色を作り出すことができる。ま
た、白板上に C(シアン)、M（マゼンタ）、Y（イエロー）のセロファンを重ね合わせて混色
の実演をすることによって白板面での説明ができ、混色後の色が想像しやすく、絵の具を
使った混色実演についても効果的に理解することができる。 
 
５ パソコンソフトによる加法混色用教材の実践例 
 本章では、加法混色（色光の混色）の実演教材の
実践例を解説する。 
パソコンとプロジェクターが、ICT 機材として定
着するまでの小中学校の授業環境では、投光器や色
光作成など様々な制限から、色光の混色を実演する
ことが不可能であった。例えば、色光の正確な３原
色を投影しようとしても、その正確な色を再現する
図 1.減法混色説明の画面（PP） 
図２.加法混色説明の画面（PP） 
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方法がなかったのである。しかし、ICT 機材とパソコンソフトの進歩により、この使用方
法を工夫し活用することで、パソコンとプロジェクターの環境さえあれば、色光の混色を
再現することが可能になったのである。 
図 2 は、児童生徒に最初に示す色光の混色を示したものであるが、色毎に長方形の形に
したのは、この後の加法混色の実演をわかりやすくするためのものである。 
 
＊使用する機材  パソコン 2 台、プロジェクター2 台、パソコンソフトは、マイクロソ
フト社 Office2010 Power point で、2007 以降のものであれば作成可能である。 
 
① 色面の作り方 
 具体的な色面の作り方を解説する。 
まず色面の作り方を示す。図 3 のように、
挿入の項目から長方形を選択する。図 4 で
示した図形の塗りつぶしの項目を選択し、
その他の色を選択、図 5 に示した画面が出
たらR(レッド)の場合は、Rを最高値（255）、
G（0）、B(0)にすると正確なレッドが表示
される。この方法で図 2 の画面をつくると
混色の色面制作が容易にできる。 
 
② 混色用画面の作り方 
次に色光混色を実演するための画面を制作
する。 
Ⅰ．図 6 のように B（ブラック）の色面の中
に R（レッド）の色面をつくる。この場合の
R（レッド） 
B（ブラック） 
図６.色光の混色画面Ⅰ（PP） 
図４.色面の色選びⅠ（PP） 
図３.色面の作り方Ⅰ（PP） 
図５.色面の色選びⅡ（PP） 
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B（ブラック）は、実演の際にスクリーン上で混色ができるように、スクリーン上のブラ
ンクをつくるためである。この画面は、固定のプロジェクターにより、スクリーンにスラ
イドショーで投影する。 
 
Ⅱ．図 7 の G(グリーン)のみの画面をスライドショーで移動型
のプロジェクターにより、投影する。この 2つの映像を重ね
合わせることによって R(レッド)と G(グリーン)の色光の混
色が実演できる。スクリーン上に投影されるスライドショー
の画面は、図 8のようになり、R(レッド)と G(グリーン)が重
なり合った部分の色彩は、Ｙ（イエロー）となり、明らかに
明度が高くなっていることがわかる。この明るさがプラスに
なることが、加法（プラス）混色であることを児童生徒が理
解することは容易である。 
 
Ⅲ． 次に図 9の画面上でＲ（レ
ッド）とＧ(グリーン)を混色し、
重ね合った面がＹ（イエロー）
となった実演場面を再現する。
この画面上には、３色目の混色
時に必要となるブランクのた
めにＢ（ブラック）を置いてお
く。次に、この画面を、固定のプロジェクターに
より、スクリーンにスライドショーで投影する。 
 
Ⅳ．Ⅲの画面上に図 10のようにＢ(ブルー)のみの
画面をスライドショーで移動型のプロジェクター
により投影する。この２つの画面映像を重ね合わ
せることによって色光の 3原色ＲＧＢの混色が完
成する。 
色光の 3原色のすべてが混色された面は、白色に
なることがわかる。 
 
６．おわりに 
以上が具体的な混色教材の作成方法と実演方法
である。実際の色光混色は、児童生徒にとって、こ
れまでの減法混色（絵の具などの混色）の結果と比べ、予想外の色になり、混色した結果、
図 9.色光の混色画面Ⅲ（PP） 
図７.色光の混色画面Ⅱ
（PP） 
図 10.色光の混色画面Ⅳ（PP） 
R（レッド） 
G（グリーン） 
G（グリーン） 
Y（イエロー） 
B（ブルー） 
Ｂ
（
ブ
ラ
ッ
ク
） 
図 8． 図 6をスライドショウで投影した画面上に図７のスライ
ドショウを投影した様子 
R（レッド） 
Ｂ
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ク
） 
R（レッド） 
Y（イエロー） 
G（グリーン） 
Ｂ
（
ブ
ラ
ッ
ク
） 
B（ブルー） 
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色面が明るくなることは、大きな興味関心を持つき
っかけとなる。そして最初に学んだ減法混色につい
ても再度深く考えるようになり、絵の具を混色すれ
ば暗くなっていくことを再認識するという効果が期
待できる。このことは、前述した図画工作を嫌いに
なった理由の原因を、改善することができる可能性
を示しているのである。 
本稿では特に示さなかったが、中間混色（併置混
色）についての説明をする際は、点描画家の作品を、
スライドショーで投影すると説明しやすい。まず全
体像を投影し、次に作品の部分的なディテールを投
影すると、色面を構成する点の色が独立して色料混
色がされていないことがわかる。 
授業におけるＩＣＴの活用は、学習課題への興味
関心を高め、学習内容をわかりやすく解説するため
にある指導方法の一つであるが、図画工作のように
教員の専門的知識を身につける必要がある教科にと
っては、教員が教材を再認識することのできる機会
でもある。「図工嫌い」の児童生徒をつくらないた
めにも、教員が豊かな専門知識を持ち、児童生徒が
楽しく表現できる環境をつくることが大切である。 
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図 12.加法混色の実演風景 
図 11． 図 9をスライドショウで投影し
た画面上に、図 10 を投影した様子 
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